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被害、加害を問わず、経験者に何らかの深刻な精神保健上の問題があることが示された。        
以上、本研究は、台湾高校生におけるネットいじめについて、欧米との差異を含
めその特徴、頻度、従来型との重複、関連要因、精神保健上の問題など、公衆衛生学上
重要な事実を解明した。 
 
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、令和2年3月9日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
